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  ユーラシアンホットライン 
10月12日、第３回中津川モンゴルフェスティバル開催される 

内モンゴルの大横綱チンジョグリトが優勝、清川村でモンゴル文化教育大学歌舞団公演 

実行委員会発足一ヶ月、課題も残る 
 神奈川県立あいかわ公園及び清川村みどりホールで 10 月 12 日

（土）、第３回中津川モンゴルフェスティバルが開催されました。一

ヶ月前に発足した実行委員会（中島良一委員長）が主催し、（公財）

宮ケ瀬ダム周辺振興財団、モンゴル文化教育大学、モンゴル・ブフ・

クラブ、NPO法人ユーラシアンクラブ・愛川サライの四者共催で、

駐日モンゴル国大使館、駐日アフガニスタン大使館、神奈川県、清

川村、愛川町観光協会、愛甲商工会、厚木法人会の後援を受け、繊

維産業会、まちづくりネットワーク愛川など愛川町内外の団体、有

志、NPO 法人イーグル・アフガン復興協会、カムイミンタラなど

の協力と多くの法人、団体、個人の寄付を受けて実現したものです。 
今回のフェスティバルは、モンゴル文化教育大学、モンゴル・ブ

フ・クラブ、NPOユーラシアンクラブ三団体の記念事業として構

想され、NPOユーラシアンクラブ理事長である江藤セデカさんが

主催するイーグル・アフガン復興協会の協力で、駐日アフガニスタ

ン大使館のアフザリ二等書記官ら大使館関係者、アフガニスタンの

留学生15人も参加、モンゴル、アフガニスタンを中心とするアジ

アとつながるフェスティバルとして開催されました。 
当日は１０時開会の予定でしたが、三連休の初日ということで歌

舞団やモンゴル人が交通渋滞に巻き込まれ、大幅に開会が遅れ、歓

迎演奏で参加した地元三増地区のおやじバンド「遊２バンド」、県立

愛川高校和太鼓部OBOGで結成した和太鼓ユニット「打縁」が盛

り上げる中、11時すぎ開会。主催、共催団体代表、駐日アフガニス

タン大使館代表が挨拶、愛川町議会の鈴木一之議長が歓迎の挨拶を

行ったあと、ウランバートルから来日した歌舞団「エグシグレン」

の演奏が披露されました。 
ブフトーナメントは、ブフクラブの優勝経験あるメンバー、内モ

ンゴルからの横綱チンジョリグトら3人を含む１０数人の総当たり

戦、アフガニスタンの留学生5人や一般参加者2人を含む10人の

ミニ国際トーナメントが行われ、チンジョリグトさんが優勝しまし

た。 
ブフトーナメントと並行して、遊２バンド、打縁の力強い演奏が

続き、大会を盛り上げ、エグシグレンの舞踊や曲芸、アンサンブル

やホーミーなどのモンゴル音楽が観客を楽しませる中、アフガニス

タンの留学生が全員でお祭りなどで披露される伝統の踊りを紹介し

拍手を浴びました。 
フェスティバルの最後には、モンゴル・ブフの力士、歌舞団メン

バー全員が、遊2バンド、打縁の伴奏でモンゴルの民族歌謡「ふる

さとの情景」を合唱し、進行解説のボルドーさんから「中津川モン

ゴルフェスティバルのテーマソングにしましょう」との発言も出ま

した。 
トーナメントの表彰式では、トーナメントの入賞者には、両向区、

三和織物、神奈川中央養鶏、木下建設、愛川園芸等からたくさんの

景品、賞金が贈呈され、記念写真を撮影し、フェスティバルは終了

しました。  
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＜バイオマス産業社会ネットワーク（BIN)第129回研究会のご案内＞ 
日 時：２０１３年１０月２４日（木）１８：３０～２０：３０ 
テーマ：「廃棄物処理施設におけるメタン発酵技術の最新情報」 
講演者：太田 智久氏（株式会社タクマ東京技術企画部） 
会 場：地球環境パートナーシッププラザ （東京都渋谷区神宮

前5-53-70 国連大学１F） 地下鉄表参道駅より徒歩５分・JR他

渋谷駅より徒歩10分   http://www.geoc.jp/access 
参加費：BIN会員 無料、一般 1,000円 
※再生可能エネルギー電力買取制度（FIT）でメタンガスによる

発電には、40.95円／kWh（税込）と高い買取価格がつき、関係

者の関心が高まっています。 
※第129回研究会では、京都府のカンポリサイクルプラザや、兵

庫県南但広域クリーンセンターで乾式メタン発酵施設施工を行

なった株式会社タクマの太田智久氏から、メタン発酵の湿式と乾

式の違い、ＦＩＴ制度におけるメタン発酵の設備範囲等、メタン

発酵技術と事業の最新情報についてお話を伺います。 
※メタン発酵の課題や注意点、日本でどう普及させていくの

かなどについて、参加者の皆様とともに、活発な議論ができ

れば幸いです。 
 
※参加をご希望される方は、下記よりお申し込みください。

http://www.npobin.net/apply/ 
※サーバーの不調等で送信できない場合は、お手数ですがお

名前、お名前ふりがな、ご所属、電話番号、E-mailアドレス

をご記入いただき、E-mail：mail@npobinn.net までお送

りいただければ幸いです。 

【インド通信】１６号   ケーララのお祭り 都会のオーナム           佐藤友美 
［1986 年生。幼少期をオーストラリアとシンガポールで、10 代は埼玉県で過ごす。オーストラリア国立大学でサンス

クリット語と日本語言語学を学ぶが、優等学位のために書いた論文は津田梅子に関するものだった。その後東京外国語

大学の博士課程前期に入学するも、現在休学してインド・ケーララ州で日本語教師として企業勤務。現在の主な関心は

ケーララ芸能。］ 
 

 オーナムは、ケーララで一番のお祭り。一年に一度、古の

王マーヴェリ（マハーバリ）が帰還する時です。昨年は伝統

的な、どちらかといえば田舎のオーナムの様子をご紹介しま

した。今年は、州都トリバンドラムでのオーナムを経験しま

したので、その様子をレポートします。 
 トリバンドラムでは一週間にわたって町のあちこちで祭り

が開催され、州政府が費やした予算は二千万ルピーを超える

そうです。他にもオーナムにちなんで給付されたあれこれを

併せると（具体的な数字でなくてすみません、あちこちで色々

な情報が載っているので、統合するのを諦めました。）、政府

の意気込みようが伺えます。 
 私にとって嬉しかったのは、ケーララのありとあらゆる芸

能形式が、お祭りのために招待されていたこと。今まで見た

いと思いながら機会が無かったあの芸能もこの芸能も、この

町にやって来たのです。気になるものが、同時刻に何ヶ所か

で出ていることもあったりして、歯がゆいぐらいでした。そ

れでも、運が良いことに私が特に見たいものは、カナカック

ンヌ宮殿の周辺に集中していましたから、しっかり堪能しま

した。 
 カナカックンヌ宮殿エリアには特設ステージも多く設けら

れ、屋台や即席遊園地も用意されていたので、周辺一帯は電

飾できらきらと飾り付けられ、まさにお祭り騒ぎ。ケーララ

名物？の、ちっとも面白くない特設科学展もありましたよ。

ティルオーナムという、一番盛り上がる日の夜は、交通規制

がかけられ、ほぼ歩行者天国と化していました。 
 ケーララは芸能の宝庫と呼ばれるぐらいに、多くの芸能形

式があります。今回も、急に敷地を駆け抜けていく、謎の黒

ずくめに藁の傘帽子の

一団など、オタクの私

でも首を傾げてしまう、

初めて見聞きするもの

がたくさんありました。

どの写真をご紹介する

か、とても迷ったので

すが、派手な衣装のひ

ょうきんな古典芸能、

オッタントゥッラルに

しました。もう一つは、

歩行者天国の様子です。 
 ムディイェットゥや

テイヤムなどは、元は

神おろしである、儀式

性の強い芸能です。そ

れらが、ケーララ内に

あってさえ、パフォー

マンスとしてこうしたお祭りに招待されてしまうことには、

複雑な思いを禁じえません。おそらく、お怒りの方は大いに

怒っていらっしゃるでしょう。それでも、同行した友人も言

っていましたが、親に連れられて来た小さな子どもたちが、

こうした場であってもこの土地伝統の芸能を体感できるとい

うことは、とても素敵なことであるように思われます。 
 芸能の一つ一つについては、いずれまた、詳しくご紹介す

る機会を設けたいと思います（「ケララのうた」というサイト

を作ったので、ご興味あれば、そちらもご検索ください）。  
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【マレーシア通信】第１８号ハングリーゴーストフェスティバル～閻魔大王とセクシーギャル～ 

     板坂 優一 
 
 
● 板坂 優一：１９８３年生まれ。北海道出身。２００９年の冬からバックパックとギターを背負って中国からシリアまでアジア横断の旅へ。そこ

で見た『イスラムの世界』に魅せられ、現在マレーシアのペナンにてアジアの文化、特にイスラム圏について宗教、社会などの勉強をしている。 

 ペナンは他の地域と少し違って、華人と

インド系の人口が多いせいか、それぞれの

人種の文化や伝統の混ざり具合がちょうど

良いと感じる事がある。ほかの地域、特に

マレー系が大多数を占めるケダ州やトレン

ガヌ州では圧倒的に華人、インド系の人が

少なく、マレー系以外はほそぼそと生活し

ている印象を受ける。ペナンには活気があ

る。そこにはお互いへの尊重と配慮、それ

と同時に他人種の文化への無関心も時々感じられ

るが、そういう事を踏まえて見ると、『やる時は盛

大に』という風潮がある様に見える。とにかくエ

ネルギーあふれる街だ。ペナンの良い所はこうい

ったマレー、華人、インドのお祭りが全て、しか

も盛大なスケールで見ることができる事だ。今回

は今年も喧しく、盛大に行われた『ハングリーゴ

ーストフェスティバル』、日本で言う、『お盆』を

紹介しよう。 
 お盆は中国語で『中元節』、もしくは『盂蘭盆』

と言われ、主に中国南部、マレーシア、シンガポ

ール、香港、台湾等で祝われていて、今年は８月

７日から９月４日にかけて行われた。コンセプト

は腹を空かして帰って来た霊にたらふく食事や飲

物等を与える事だ。ペナンは中華系が多い為、中

元節が始まる数日前から街中の至るところで仮設寺院が建てら

れ、その奥にはに紙で作られた巨大な閻魔大王の像を祀り、鶏、

豚、アヒル、中国菓子、果物、酒等の大量の供物と一緒に線香

とロウソクが供えられる。閻魔大王はそれぞれ個性的で、寺院

によって、いろんな顔の閻魔様が見れるのが面白い。ちなみに

この閻魔大王はこの世に降りてきた霊をお盆最終日にあの世に

送り返す重要な役目があり、また人々の家内安全などの祈願の

対象にもなる。 
 期間中の夜は賑やかだ。仮設寺院の近くに舞台が建てられ、

中国潮州や福建省の伝統芸能のオペラや人形劇が毎晩催される。

内容は基本的には中国の王様と忠誠を誓うその家来達との話や

恋愛ものだったりと様々で、妙に甲高い声で演じるのが印象的。

これは地上に降りてきた霊と閻魔大王に捧げる劇なので最前列

は霊の為に開けておかなければならない。こう言う見えないも

のへの気配りにアジア

的センスを感じる。 
 劇の後は伝統芸能と

対照的に、今度は露出

の多い衣装を着たセク

シーで美人なお姉さん

による『コタイ』と呼

ばれる歌と踊りだ。ア

ップテンポの曲や人気

の曲を大音量で、しかも夜の１２時ま

で歌い続ける。これには老若男女、大

勢の人が集まる。特におじさん方に人

気なのは言うまでもないだろう。コタ

イも霊の為の催し物で、また夜中まで

大音量を出すのは悪い霊を寄せ付けな

い様にすると言う意味もある。決して

おじさん達の為ではない。中国劇やコ

タイのスケジュールは事前に一ヶ月分

の予定が組まれ、インターネット等で

確認することができる。また、これら

は一箇所だけでなく、ペナン各地で行

われるので中には人形劇等のレアなイ

ベント等には沢山の見物客が訪れる。 
 この祭りのクライマックスは最終日、

閻魔大王が道路の真ん中や寺院だと境内に運び出され、死者の

為の膨大な量の紙幣と共に焼かれる。巨大な火柱はまるで地獄

の劫火、少し離れた場所からでも顔が熱くなる。この光景は焼

かれ朽ちる間だけに許された本来の閻魔大王の姿のように見え

る。人間達への畏怖の念とやがて来る死、その後の彼による裁

きは何人も逃れられない事を忠告しているかのようだ。こうし

て地獄の大王は霊達と一緒に『あの世』へと帰り、中元節が終

わっていく。日本のお盆と比べて祭り自体が『生きている』感

じが面白い。また、閻魔大王と言う畏怖の象徴とセクシーギャ

ルを共存させてしまうのがすごい。 
 実際はその次の日からまた数日間、新たに違う祭りが始まり、

賑やかさはしばらくの間収まらない。何故かコタイもその間は    

続く。 

※今回はペナンのお盆についてです。この時期になると正直夜がうるさいのが本音です。住宅地のど真ん中等でやるので近所

の人は大変だと思います。僕はこういう、日本じゃありえない事を平気でしてしまう感じが好きです。写真はあの世用のお金

と一緒に燃やされる閻魔大王の紙人形と催し物のコタイの姉ちゃんです。 
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メディア・ユーラシア情報 ネットリサーチ 

東京外国語大学「日本語で読む中東メディア」が注目 http://www.tufs.ac.jp/common/prmeis/fs/ です。 
[北アジア(含むロシア)] 

○ 570キロの「隕石の破片」、ロシアの湖底から回収 

2013年 10月 17日 

［チェリャビンスク（ロシア） １６日 ロイター］ - 今年２

月に隕石が落下・爆発したロシア中部ウラル地方チェリャビン

スク州で、これまで発見された中で最大の重さとなる約５７０

キロの隕石の破片が、チェバルクリ湖の底から引き上げられた。

チェリャビンスク大学の調査チームが１６日、明らかにした。 

  同調査チームは外見の特徴から２月に落下した隕石の一部と

みられるとし、さらに詳しく調査を行うとしている。重量計が

計量中に壊れてしまい、正確な重さは不明だという。 

  この隕石の破片を水深約１３メートルの湖底から引き上げる

ため、数週間かけて準備を行い、地方予算から３００万ルーブ

ル（約９２０万円）が投じられたという。 

  ２月に発生した隕石落下・爆発では、約１２００人が負傷し、

約３３００万ドル（約３２億５０００万円）相当の被害をもた

らした。 

http://jp.reuters.com/article/jpRussia/idJPTYE99G05J2013

1017   
[西アジア] 

◎ 反体制派 内紛深刻 国際会議不参加の危機 

2013.10.18 21:12   

 【カイロ＝大内清】シリア反体制派の内紛が激しさを増し、

シリア問題解決に向けてスイス・ジュネーブで１１月にも開催

が検討されている国際会議「ジュネーブ２」への参加が危ぶま

れている。今月だけで約８０の反体制派戦闘部隊が、統一組織

「シリア国民連合」を代表として認めないと表明。国民連合は

近く、ジュネーブ２参加の可否を決めるとしているが、内部分

裂を抱えたまま方向性を見いだせていないのが実情で、国際社

会との関係も難しさを増している。 

 「（国民連合の）政治指導者は失敗した」。シリア南部でアサ

ド政権側と戦う反体制派の約７０部隊は１６日、共同声明を出

し、国民連合を強く非難した。 

 今月初めには北部の主要な１３部隊が同様の声明を出し国民

連合の傘下から離脱。国民連合の主要組織「シリア国民評議会」

も１３日、ジュネーブ２に参加するなら国民連合を脱退すると

表明し、国民連合の求心力は急速に衰えつつある。 

 こうした動きの背景には、国民連合の意思決定に戦闘部隊の

立場が十分に反映されていない、との不満がある。 

 国際社会では今年初め以降、内戦の混乱を最小限に抑えるた

め、アサド政権側との交渉を通じた「政治解決」を模索する動

きが強まった。今年５月に米国とロシアが開催で合意したジュ

ネーブ２もその一環だ。 

 しかし、あくまでも武力での政権打倒を目指す多くの反体制

派部隊の目には、政治解決路線は政権の延命を手助けするもの

と映る。シリアで現在、進んでいる化学兵器禁止機関（ＯＰＣ

Ｗ）による化学兵器廃棄プロセスも、政権の存在を前提にした

ものであり、反体制派にとっては大きな不満材料だ。 

 反体制派諸派には、国民連合がジュネーブ２に参加すること

で政権存続の流れが強まるとの危機感があるとみられる。 

 ただ、反体制派の活動は国際社会からの軍事支援や物資が頼

みの綱でもある。内部分裂が進めば、反体制派の統治能力の脆

弱（ぜいじゃく）さがさらに際立ち、国際社会からの信頼をも

失いかねない。 

 一方、シリア国内では、反体制派に参加する国際テロ組織ア

ルカーイダ系勢力による外国人記者や援助関係者らの誘拐事件

がたびたび発生。最近は政権を支持するイスラム教アラウィ派

住民１９０人以上が殺害された事件も明らかとなり、これまで

支援に回ってきた米欧でも反体制派のイメージは著しく悪化し

ている。 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/131018/mds1310182114

0003-n1.htm  

○ トルコ軍、迫撃砲で反撃 シリアのアルカイダ系 

2013.10.17   

 トルコ軍は１６日、シリアと国境を接する南部キリスにシリ

ア側から国際テロ組織アルカイダ系武装組織「イラク・レバン

トのイスラム国」の砲弾１発が着弾したため、同組織の陣営に

向けて迫撃砲で反撃したと発表した。ロイター通信が報じた。 

 トルコ軍はこれまでも同様の反撃を繰り返しているが、同組

織への反撃は初めてとみられる。トルコ軍によると、１６日午

後、流れ弾とみられる砲弾が着弾。爆発せず被害はなかった。

シリア側の被害は不明。 

 シリア北部や東部の大部分は反体制武装勢力が支配を続けて

いるが、米欧などが支持する自由シリア軍やクルド系勢力と、

アルカイダ系勢力による反体制派間の戦闘が増えている。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/131017/mds1310170952

0002-n1.htm  

○ シリア軍ヘリ撃墜「誤侵入」「警告無視」 トルコと非難の

応酬2013.9.  

 【カイロ＝大内清】トルコとシリアの国境付近で１６日、シ

リア軍のヘリコプターがトルコに撃墜された事件で、シリアの

アサド政権は同日、ヘリは偵察任務中に誤ってトルコ側に入っ

た後、自国領に引き返す途中だったにもかかわらず攻撃を受け

たと主張、トルコのエルドアン政権が「事態をエスカレートさ

せようとしている」と非難した。対するトルコは「度重なる警

告をシリア機が無視した」と撃墜の正当性を強調、非難の応酬

となっている。 

 トルコからの報道によると、ヘリがトルコ領空内に約２キロ

侵入したためパトロール中のトルコ軍機がミサイルで撃墜、ヘ

リは国境のシリア側に墜落した。乗員の１人がシリア反体制派
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に拘束・殺害されたとの情報もある。 

 アサド政権は、エルドアン政権が反体制派のイスラム過激派

を支援し、国境を自由に往来させていると指摘。昨年６月には

トルコ軍機がシリア側に撃墜される事件も発生している。 

 両国国境では１７日、シリア反体制派が制圧下に置く検問所

を狙った自動車爆弾による爆発が起きた。 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/130918/mds1309180717

0000-n1.htm 

○ シリア南部でマイクロバス爆発、子ども含む21人死亡＝人

権団体2013年 10月 17日  

［ベイルート １６日 ロイター］ - 英国を拠点とする人権団

体「シリア人権監視団」は、シリア南部ダルアー県で１６日、

マイクロバスが地雷に触れて爆発が起き、子どもと女性を含む

２１人が死亡したと発表した。 

  シリア人権監視団によると、反体制派の活動家は地雷がアサ

ド大統領の支持勢力によって埋められたとしている。爆発があ

った場所は反体制派の支配下にあるが、政権軍の拠点も近くに

あるという。 

  同団体はまた、多くの県で同日に衝突が起きたと発表。東部

デリゾールでは戦闘機が配備され、過去２日間で少なくとも２

７人の軍兵士が死亡したとしている。 

  このほか、北東部ハサカ県では１５日に発生した衝突で、ア

ルカイダ系「イラクとレバントのイスラム国」などのメンバー

２９人と、クルド人系組織の１２人が死亡したという。 

http://jp.reuters.com/article/jp_mideast/idJPTYE99G00K20

131017  

[中央アジア] 
○ 米軍、キルギスのマナス基地閉鎖へ 

19.10.2013, 10:19 

   米国はキルギスのマナス国際空港にある軍事基地の閉鎖に

着手した。18日、国防総省が発表した。 

   国防総省によれば、現在同基地には約1000人の兵士が駐屯

している。閉鎖の完了は2014年7月。 

   以下経緯。米国およびNATOは12年間にわたりマナスに兵器

や人員を展開し、アフガニスタン作戦のための基地としてきた。

基地の貸与によってキルギス政府は毎年20万ドルの収入を得

ていた。しかし米軍は2014年末までにアフガニスタンから完全

に撤退する計画を策定。そうした中、今年夏、キルギスのアタ

ンバエフ大統領は、マナス空港の米国への貸与合意を破棄する

法律に署名した。 

   国防総省によれば、米軍の完全撤退までに行われるアフガニ

スタン向け作戦は、ルーマニアのコンスタンツァ市にあるミハ

イル・コゲルニチャヌ記念空港を拠点に行われる。 

http://japanese.ruvr.ru/2013_10_19/123093024/  

○ カザフ国立銀行総裁インタビュー 

カザフスタン国立銀行のグリゴリー・マルチェンコ総裁が10

月付で職を辞された。いままで定期的にVORとの独占インタビ

ューに応じてくれた気さくな人物だった。今回は職を辞された

マルチェンコ総裁の最後の独占インタビューを掲載する。 

（前略） 

問 アジア太平洋地域では「中国中心のアセアンと米国中心の

TPP」というようなことが言われていますが、こういう表現をど

う考えられますか？ 

―私たちは相互に依存しており、門戸を開放し、橋渡しをどん

どんしていく必要があります。私たちの関税同盟では最近、ウ

クライナがヨーロッパとの関係を強化したい、関税同盟には加

わらない、というような動きをみせたことで議論が起こってい

ます。私の立場はウクライナのみならず、トルコやアゼルバイ

ジャンなどの国々も招いて、関税同盟を拡大しなくてはならな

い、というものです。 

さらに小さな国々がロシアの一人勝ちを危惧しないでいいよ

うに、関税同盟内部の改革を行わなくてはなりません。なぜな

ら欧米では関税同盟の動きがソビエト連邦の復活を目指すよう

な動きと考えられているからです。このような意見が出てこな

いように、条件を変えなくてはなりません。 

そして第三の重要な点として、関税同盟が拡大した後、中国

とモンゴルとの間で貿易投資協力を進めるという点です。その

ようにして大ユーラシアというのが形成され、相互に投資・貿

易が拡大すれば、多くの人がいうようなシルクロード構想とも

なりますし、日本もここから利益を得ることができます。 

ウクライナおよびトルコは欧州に完全に統合することはでき

ないでしょう。永遠にできない、というつもりはありません。

少なくとも今後50年の間にはできません。これは誰の目にも明

らかです。ではなぜ色んなパートナーシップ交渉がでてくるの

かといえば、欧州にとってウクライナがロシアに依存している

のは政治的に好ましくありませんし、トルコが完全にイスラム

世界に戻っていってしまうのも好ましくないからです。 

ただ一方で、欧州はウクライナもトルコも完全に統合しよう

という気はないのです。欧州はすでに拡大しすぎて消化不良に

陥っています。 

ハンチントンの「文明の衝突」理論は92年に出されたと記憶

していますが、さまざまな思想というものは、政治家がそれを

バックアップするかどうかで、栄枯盛衰をたどっていきます。

関税同盟も現在の形ではいけません。ロシアは、カザフスタン

とベラルーシを合わせた規模よりも大きいからです。ですから

システムとしてバランスの取れたものとするために、他の国々

を入れて拡大しなくてはならないのです。 

 

問 政治家も選挙では「依存」という言葉よりも「自主独立」

のほうが票になることを知っていますからね。 

―そうですね。ウクライナでも政治家がマイクで人々に向かっ

て「欧州のような生活がしたいですか？」と問えば、その答え

はもちろん「ダー。」です。しかしそのプロセスは非常に長いも

のです。 

ウクライナのロシアやカザフスタン向けの輸出はいまやより

困難になるでしょうし、かといって欧州への輸出も伸ばすこと

はできません。なぜなら製品の認証プロセスや品質管理の問題
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には5年から7年かかるからです。 

その結果、輸出は減少し、欧州からの輸入が急増することと

なります。いまでも問題のある収支バランスはより大きな問題

に突き当たることになるのです。中期的な解決策としては、通

貨のデヴァリュエーションがあります。ハンガリーやルーマニ

アの例を見ても、どのようなことになったのか、理解すること

ができるでしょう。 

またこれは誰も口に出しては言わないことですが、統合が行

われない原因はもう一つあります。バルト三国を見れば、住民

の15％から20％が西ヨーロッパに出稼ぎに出ています。すこし

計算してみればよいでしょう、トルコの人口の15％から20％、

プラス、ウクライナの人口の15％から20％が出稼ぎに出るので

す。欧州自身、いまや1200万人ほどの失業者を抱えているなか

で、それは現実的でしょうか？彼らのする仕事が、ドイツ人や

イギリス人が就きたくない仕事であっても、です。 

これは欧州の政治家たちが口に出しては言わないことですが、

欧州はトルコやウクライナを完全に受け入れることはありませ

ん。それは数百万人の移民の流れとなってしまうからです。 

http://japanese.ruvr.ru/2013_10_21/123193648/  

○ アフガン、来月に国民大会議 米兵の地位協定を協議 

2013.10.19 21:00  

 アフガニスタン当局者は１９日、２０１４年末以降の米軍駐

留継続に向けた米兵の地位に関する「安全保障協定」を協議す

るため、ロヤ・ジルガ（国民大会議）を来月後半に首都カブー

ルで開催すると明らかにした。駐留米兵に対する裁判権の扱い

をめぐる判断が注目される。 

 国民大会議はアフガンの伝統的最高意思決定機関。国民大会

議組織委員会の当局者によると会期は１１月１９～２１日から

１週間前後が検討されている。国内各地から約３千人が出席、

米兵にアフガンでの刑事訴追を免れる権利を認めるかどうかな

どについて話し合う。 

 米軍は１４年末までにアフガンから戦闘部隊を撤退させる予

定だが、米側はそれ以降もアフガン国軍の訓練や国際テロ組織

アルカーイダ追跡のための部隊を残留させることを検討、安全

保障協定の早期締結を目指している。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/131019/asi1310192100

0004-n1.htm  

 [南アジア] 
○ 米無人機攻撃、パキスタンでは市民400人超が犠牲に＝国

連調査2013年 10月 19日 13:28 JST 

［国連 １８日 ロイター］ - イスラム武装勢力などを殺害す

るため、米国などが行っている無人機攻撃を調査している国連

のエマーソン特別報告者は１８日、パキスタンでは無人機によ

る攻撃で、これまでに少なくとも市民４００人が殺害されたと

する報告書を発表した。 

  同報告書によると、パキスタン外務省は２００４年以降、少

なくとも３３０回に及ぶ無人機攻撃を確認。その中で約２２０

０人が犠牲となったが、そのうち少なくとも４００人が市民だ

ったとしている。 

エマーソン氏は報告書の中で、米国に対し、市民の犠牲者に

関するデータと無人機攻撃の具体的な情報を公表するよう求め

ている。 

http://jp.reuters.com/article/worldNews/idJPTYE99I00R201

31019  

[東南アジア] 
○ タイの工業団地で17工場が洪水による一時閉鎖、

日本企業も進出 2013年 10月 21日 23:10 JST 

［バンコク ２１日 ロイター］ - 多くの日本企業が進出して

いるタイのアマタナコーン工業団地で、洪水の影響から１７の

工場が一時閉鎖されていることが２１日、関係者の話で分かっ

た。 

  アマタナコーン工業団地は首都バンコクから東１１４キロメ

ートルの所に位置し、約５００の工場が集積している製造業の

生産拠点。このうち半分近くを日本企業が占める。 

  団地関係者によると、洪水の影響で従業員が工場に入れず、

１７の工場が一時閉鎖に追い込まれた。どの企業が影響を受け

ているのかについては明らかにしていない。復旧に向け、海軍

に出動要請が出ているとしている。 

http://jp.reuters.com/article/jpnewEnv/idJPTJE99K00J2013

1021 

[東アジア] 
◎ 中国、知識人を続々と拘束 「温和派」対日関係者・記者

ら2013.9.15   

 【北京＝矢板明夫】中国の習近平政権が言論、思想への引き

締めを一層強化している。従来の言論弾圧に加え、体制をほと

んど批判しない温和派とされる対日関係者や、企業家、記者を

も次々と拘束し、１５日までにその数は１００人を超えたとい

われる。「外国人と親しい関係にあったり、人権の尊重など、欧

米の価値観に共感を持ったりする知識人が集中して狙われてい

る」といい、強い懸念の声が上がっている。 

 複数の中国情報筋によれば、日本のメディアなどで積極的な

発言をしている東洋学園大学の朱建栄教授が７月中旬に中国当

局に拘束されたほか、共産党機関紙、人民日報の東京支局長を

務めた著名な記者や、日本で中国語の雑誌を発行している編集

者ら少なくとも５人が最近、中国当局に拘束され、日本側に対

する情報漏洩（ろうえい）などの容疑で取り調べを受けている。 

 中国当局者は、「これからは情報漏洩を厳しく追及する。対日

政策全面見直しの一環だ」と説明している。 

 また、米国や台湾をよく訪問している中国政府系シンクタン

クの研究者も先月末から連絡が取れなくなり、拘束された可能

性が高いという。一連の拘束について、北京の知識人は「『中国

の夢』という民族主義をあおるスローガンを掲げて登場した習

近平政権にとって、外国の立場や価値観を理解し、それを国内
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で説明する知識人は邪魔な存在だ。見せしめとして何人かを拘

束し、黙らせることが目的では」と分析する。 

 また、著名な投資家で企業家でもある王功権氏が１３日に、

公共秩序を乱した容疑で北京の公安当局に拘束された。王氏は

インターネットで中国が抱える社会問題について積極的に発言

しており、大きな影響力を持つ人物だが、反体制活動家ではな

く、共産党政権そのものを批判したことはほとんどなかった。 

 王氏のほか、中国版ツイッター「微博（ウェイボ）」で１２０

０万人以上のフォロワーを持つ評論家の薛必群氏ら、少なくと

も１００人がこの夏に拘束されたという。 

 共産党の古参幹部は「政権基盤を固めたい習近平氏が毛沢東

の政治手法をまねしたともいえる。この時代に文化大革命さな

がらの『粛清』をやることに国民の支持が集まるわけがない」

と話している。 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/130915/chn1309152316

0006-n1.htm  

○ 中国東北部でスモッグ被害、一部空港が閉鎖 

2013年 10月 21日 16:20 JST 

［北京 ２１日 ロイター］ - 中国東北部の黒竜江省ハルビン

などで２１日、スモッグが発生し、学校が休校したほか、バス

運行の一部停止や空港閉鎖などの影響が出た。新華社によると、

暖房の開始が背景にある。 

  人口約１１００万人のハルビンでは、一部地域で直径２．５

マイクロメートル以下の微小粒子状物質「ＰＭ２．５」の大気

中濃度が１０００を観測。ＰＭ２．５の大気中濃度は３００に

達すると危険水準とされており、世界保健機関（ＷＨＯ）は一

日の基準として２０以下を推奨している。ハルビンでは視界も

１０メートル程度に低下したという。 

  スモッグは吉林省長春などでも確認された。同市では高速道

路と環状道路の一部が閉鎖されたほか、龍嘉国際空港でもフラ

イトの欠航が相次いだ。 

http://jp.reuters.com/article/worldNews/idJPTYE99K057201

31021  

【インターネット】 
○ 米企業への大規模サイバー攻撃、中国グループ関与か＝シ

マンテック2013年 09月 18日 06:26 JST 

９月１７日、米シマンテックは、中国に拠点を置くとみられる

精鋭ハッカー集団「ヒドゥン・リンクス」が、 米企業へのサイ

バー攻撃として最も有名な２００９年の「オーロラ攻撃」に関

与した可能性があるとの見方を明らかにした。  

［ボストン １７日 ロイター］ - 米セキュリティソフト大手

シマンテック(SYMC.O: 株価, 企業情報, レポート)は１７日、

中国に拠点を置くとみられる精鋭ハッカー集団「ヒドゥン・リ

ンクス（Hidden Lynx）」が、 米企業へのサイバー攻撃として最

も有名な２００９年の「オーロラ攻撃」に関与した可能性があ

るとの見方を明らかにした。 

  ただ、同集団の背後にいる人物や中国政府との関係について

は特定できなかったとした。 

  シマンテックは報告書で、同集団は５０─１００人のプロ組

織で、構成員はネットワークに進入して、価値の高い企業秘密

などの情報を盗み取る技能を持っているとした。 

  「オーロラ攻撃」では、米インターネット検索大手グーグル

(GOOG.O: 株価, 企業情報, レポート)や米ソフトウエア大手ア

ドビ・システムズ(ADBE.O: 株価, 企業情報, レポート)など数

十の企業が被害に遭った。 

  グーグルは２０１０年１月、攻撃について公表、ハッカーら

が電子メール「Ｇメール」で交わされた人権活動家のやり取り

を盗み見ようとしたほか、標的企業のソースコードにアクセス、

変更しようとした。 

  シマンテックは、悪質なソフトウエアが中国のコードで作成

され、攻撃に使われたインフラの大半が同国に存在することか

ら、同集団が中国に本拠を構えているとみる。 

  また、サイバーセキュリティ企業や顧客らを狙うなどした最

近の複数の攻撃についても、同集団との関連を指摘した。 

  さらに、同集団は、昨年明るみになった大規模なサイバー攻

撃「ＶＯＨＯ」への関連にも言及した。同攻撃では、金融サー

ビスや技術、医療、防衛企業のほか政府機関など数百の組織が

狙われたとされる。 

http://jp.reuters.com/article/jp_cyberattack/idJPTYE98G0

7Z20130917  

◎ アジアンレポート拡充のためボランティアスタッフを募集します。お問い合わせください。 

発行：特定非営利活動法人ユーラシアンクラブ 発行人：江藤セデカ 

住所：〒103-0022 東京都中央区日本橋室町 1-11-5 TEL：03-5376-9343

支部愛川サライ〒243-0303神奈川県愛甲郡愛川町中津6314－1 

TEL：046-285-4895 FAX：046-265-0167 E-MAIL：paf02266@nifty.ne.jp 

郵便振替：00190-7-87777 ユーラシアンクラブ お振込の場合：ゆうち

ょ銀行〇一九店 当座預金 0087777 ユーラシアンクラブ 会費、ご

寄付はこちらへ。会費は正会員年間1口3、000円、学生会員1,000円、

賛同会員2,000円。一口以上のご協力をお願い申し上げます。 

http://eurasianclub.org/  
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編集後記：いろんな人や団体の協力で中津川モンゴルフェスティバ

ルを終えた。愛川町での活動は 8 年目となったが、順調でもあり、

順調でもなし－といった感想である。政治や行政との距離感が必要

だ。結局、いろんな人がいる、ということにつきるが。近くモンゴ

ルフェスティバルの事業報告、収支決算が終えたら仕切り直しを考

えたい。また2015年の「300人の村の古代絵画展」に全力で取り組

まないといけない。新生ユーラシアンクラブの路線も集中して協議

したい。現実と、もう一度向き合うことが必要だ。家族と仲間と、

私の方向感覚を修正したい。禍根を残さないために時間を有効に使

うことを考えたい。（お）  


